
【達成精度の算出に係る誤差算式】 
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ここで、 

𝐶(𝑘) : 達成精度算出区分における企業規模（𝑘）の１人平均所定内給与額の標準誤差率 

𝑟 : 達成精度算出区分内における各都道府県、産業の層番号 

ℎ : 事業所規模区分 

𝑋𝑟ℎ𝑖𝑗   = 𝑍𝑟ℎ𝑖𝑗 × 𝑌𝑟ℎ𝑖𝑗 

𝑌𝑟ℎ𝑖𝑗 : 企業規模が𝑘の時１、それ以外の時０となる変数 

𝑍𝑟ℎ𝑖𝑗 : （各都道府県、産業𝑟における）事業所規模ℎ、𝑖事業所の𝑗番目の労働者の賃金 

𝑀𝑟ℎ : （各都道府県、産業𝑟における）事業所規模ℎの母集団事業所数 

𝑁𝑟ℎ : （各都道府県、産業𝑟における）事業所規模ℎの労働者数 

𝑁𝑟ℎ𝑖 : （各都道府県、産業𝑟における）事業所規模ℎ、𝑖事業所の労働者数 

𝑚𝑟ℎ : （各都道府県、産業𝑟における）事業所規模ℎの標本事業所数 

𝑛𝑟ℎ𝑖 : （各都道府県、産業𝑟における）事業所規模ℎ、𝑖事業所の標本労働者数 

𝑓𝑟ℎ : （各都道府県、産業𝑟における）事業所規模ℎにおける事業所の抽出率 

𝑔𝑟ℎ𝑖 : （各都道府県、産業𝑟における）事業所規模ℎ、𝑖事業所における労働者の抽出率 
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である。 


